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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 9,981 28.3 864 36.1 956 37.5 548 83.9
21年3月期第2四半期 7,781 ― 635 ― 695 ― 298 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 20.40 ―
21年3月期第2四半期 10.91 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 18,442 11,493 62.3 433.90
21年3月期 18,377 11,241 60.8 408.47

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  11,493百万円 21年3月期  11,175百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 9.00 9.00
22年3月期 ― 0.00
22年3月期 

（予想） ―
8.00 

～10.00
8.00

～10.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 18,000 3.8 1,000 △0.5 1,100 0.8 650 70.0 24.20
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  無  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である判断する一定の前提に基づいており、実
際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につきまして
は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 29,748,200株 21年3月期  29,748,200株
② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  3,259,809株 21年3月期  2,388,841株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 26,864,386株 21年3月期第2四半期 27,318,456株
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、昨年後半からの世界的な金融危機に端を発した急速
な景気後退から最悪期を脱し、底入れの兆しが見えつつあるものの、本格的な回復には至らず依然として
先行きの不透明感を抱えたままの状況となっております。 
この様な環境下、当社グループは、引き続き食品会社として相応しい工場環境創りに努力し、安心・安

全な製品の安定供給を最重要課題として取り組んでまいりました。 
これらの結果、当第２四半期連結累計期間の連結業績は、売上高9,981百万円（前年同期比28.3％

増）、営業利益864百万円（同36.1％増）、経常利益956百万円（同37.5％増）となり、四半期純利益は
548百万円(同83.9％増）と増収増益を確保することが出来ました。 
なお、前年同期の連結業績には、昨年５月に株式を取得したユニテックフーズ㈱の前第１四半期連結会

計期間の業績は含まれておりません。同社の前期業績は、前第２四半期連結会計期間より連結をしており
ます。 
事業の種類別セグメントの状況は以下のとおりであります。 

(1)精糖事業 

精糖事業の売上高は6,201百万円（前年同期比2.8％増）、営業利益672百万円（同41.6％増）となりま
した。厳しい経済環境下、販売数量は前年同期並みを確保するとともに、海外原糖相場が高騰する中、堅
実な原糖仕入、燃料費や管理費等のコスト削減に努めた結果、増収増益となりました。 

(2)機能性素材事業 

機能性素材事業の売上高は2,780百万円（前年同期比95.9％増）、営業利益５百万円（前年同期 営業
損失29百万円）となりました。厳しい経済環境下、各部門は苦戦したものの、上述のとおり、前年同期に
は連結子会社であるユニテックフーズ㈱の業績が３ヶ月間（平成20年７月～平成20年９月）のみの連結で
したが、当第２四半期連結累計期間においては同社の業績が６ヶ月間（平成21年４月～平成21年９月）連
結されているため、増収及び営業利益の計上となりました。 

(3)不動産事業 

不動産事業の売上高は1,000百万円（前年同期比203.2％増）、営業利益282百万円（同1.9％減）となり
ました。マンション分譲事業の売上により大幅な増収となりましたが、不動産市況の悪化のなか、期待し
た利益を確保することはできませんでした。賃貸事業においては、本社ビルの賃貸部分の一部を自社利用
に変更しましたが、概ね堅調に推移しております。 

  

(1)資産、負債、純資産の状況 

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ0.4％増加し18,442百万円となりま
した。各項目における状況は次のとおりであります。 

①資産 

資産につきましては、流動資産で前連結会計年度末に比べ3.3％減少し7,780百万円となりました。これ
は主に販売用不動産の減少、原材料及び貯蔵品の減少等によるものであります。 
また、固定資産につきましては、前連結会計年度末に比べ3.2％増加し10,661百万円となりました。こ

れは主に時価上昇による投資有価証券の増加、子会社株式追加取得によるのれんの計上等によるものであ
ります。 

②負債 

負債につきましては、流動負債で前連結会計年度末に比べ2.1％減少し4,128百万円となりました。これ
は主に買掛金の減少、預り金の減少等によるものであります。 
また、固定負債につきましては、前連結会計年度末に比べ3.4％減少し2,820百万円となりました。これ

は主に長期借入金の返済、持分法適用に伴う負債の減少等によるものであります。 

③純資産 

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ2.2％増加し11,493百万円となりました。これは主に
四半期純利益の計上による利益剰余金の増加、投資有価証券の時価上昇によるその他有価証券評価差額金
の増加等によるものであります 

  

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報
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(2)キャッシュ・フローの分析 

当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比
べ353百万円増加し、2,667百万円となりました。  
 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりでありま
す。 

①営業活動によるキャッシュ・フロー 

当第２四半期連結累計期間において営業活動の結果得られた資金は、1,241百万円（前年同期比229.0％
増)となりました。これは主として、税金等調整前四半期純利益の計上、売上債権の減少等によるもので
あります。 

②投資活動によるキャッシュ・フロー 

当第２四半期連結累計期間において投資活動の結果使用した資金は、482百万円（前年同期比68.6％
減）となりました。これは主として、長期貸付による支出等によるものであります。 

③財務活動によるキャッシュ・フロー 

当第２四半期連結累計期間において財務活動の結果使用した資金は、404百万円（前年同期639百万円収
入）となりました。これは主として、自己株式の取得による支出、長期借入金の返済による支出等による
ものであります。 

  

当第２四半期連結累計期間の業績は、前回公表数値（平成21年５月14日）を上回っております。しかし
ながら、通期の連結業績については、海外原糖相場の高騰等のコスト上昇要因が懸念されます。当社とし
ましては、引続き堅実な原糖仕入等でコスト抑制に努めてまいりますが、当該不確定要素を勘案し、現時
点では通期の連結業績について修正はありません。 
  

  

該当事項はありません。 
  

①簡便な会計処理 

該当事項はありません。 
  

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 
  

  

3. 連結業績予想に関する定性的情報

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,348,134 1,994,607

受取手形及び売掛金 1,556,394 1,581,575

有価証券 352,075 322,004

商品及び製品 1,407,177 1,372,187

仕掛品 106,235 96,720

原材料及び貯蔵品 738,205 838,445

その他 1,275,556 1,840,903

貸倒引当金 △2,993 △3,425

流動資産合計 7,780,785 8,043,019

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 725,048 749,545

機械装置及び運搬具（純額） 182,286 197,955

土地 2,048,834 2,048,834

その他（純額） 49,493 56,181

有形固定資産合計 3,005,663 3,052,517

無形固定資産   

のれん 1,171,749 1,092,626

その他 70,259 77,838

無形固定資産合計 1,242,009 1,170,464

投資その他の資産   

投資有価証券 4,355,156 4,030,391

その他 2,160,022 2,140,070

貸倒引当金 △101,263 △58,883

投資その他の資産合計 6,413,916 6,111,577

固定資産合計 10,661,589 10,334,559

資産合計 18,442,374 18,377,578
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,009,498 1,193,699

短期借入金 1,470,064 1,349,996

未払法人税等 360,534 3,232

賞与引当金 105,385 106,430

役員賞与引当金 5,100 10,100

その他 1,177,908 1,551,702

流動負債合計 4,128,491 4,215,159

固定負債   

長期借入金 1,634,371 1,675,054

退職給付引当金 555,856 574,943

役員退職慰労引当金 123,011 107,798

持分法適用に伴う負債 64,475 120,411

その他 442,746 442,915

固定負債合計 2,820,459 2,921,123

負債合計 6,948,951 7,136,282

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,524,460 1,524,460

資本剰余金 2,508,506 2,508,451

利益剰余金 7,969,810 7,667,986

自己株式 △799,140 △561,928

株主資本合計 11,203,636 11,138,969

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 295,633 42,314

繰延ヘッジ損益 △5,846 △5,736

評価・換算差額等合計 289,786 36,578

少数株主持分 － 65,748

純資産合計 11,493,422 11,241,296

負債純資産合計 18,442,374 18,377,578
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 7,781,040 9,981,757

売上原価 5,779,986 7,553,340

売上総利益 2,001,054 2,428,417

販売費及び一般管理費 1,365,872 1,563,882

営業利益 635,182 864,535

営業外収益   

受取利息 26,272 25,502

受取配当金 38,841 22,563

持分法による投資利益 24,519 86,927

その他 6,828 10,116

営業外収益合計 96,461 145,109

営業外費用   

支払利息 17,356 27,637

匿名組合投資損失 15,072 22,958

その他 3,550 2,468

営業外費用合計 35,978 53,065

経常利益 695,665 956,580

特別利益   

固定資産売却益 － 484

投資有価証券売却益 5,183 －

貸倒引当金戻入額 2,500 －

その他 26 65

特別利益合計 7,710 549

特別損失   

減損損失 15,808 2,473

投資有価証券評価損 171,126 40,021

貸倒引当金繰入額 － 42,221

その他 2,908 48

特別損失合計 189,843 84,765

税金等調整前四半期純利益 513,532 872,364

法人税、住民税及び事業税 255,674 356,690

法人税等調整額 △43,590 △39,093

法人税等合計 212,083 317,596

少数株主利益 3,447 6,710

四半期純利益 298,001 548,057
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 513,532 872,364

減価償却費 75,292 71,616

のれん償却額 24,280 51,277

減損損失 15,808 2,473

賞与引当金の増減額（△は減少） 11,171 △1,044

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △6,470 △5,000

貸倒引当金の増減額（△は減少） △45,471 41,948

退職給付引当金の増減額（△は減少） △20,328 △19,087

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,430 15,213

受取利息及び受取配当金 △65,114 △48,066

支払利息 17,356 27,637

持分法による投資損益（△は益） △24,519 △86,927

投資有価証券売却損益（△は益） △5,183 －

投資有価証券評価損益（△は益） 171,126 40,021

売上債権の増減額（△は増加） 130,834 25,180

たな卸資産の増減額（△は増加） △280,811 705,133

預け金の純増（△）減 1,164,582 －

その他の流動資産の増減額（△は増加） △1,059,145 423,143

仕入債務の増減額（△は減少） △50,144 △184,200

その他の流動負債の増減額（△は減少） － △721,136

その他 22,503 △54,704

小計 594,729 1,155,843

利息及び配当金の受取額 111,237 79,809

利息の支払額 △21,050 △25,487

法人税等の支払額 △307,506 31,605

営業活動によるキャッシュ・フロー 377,409 1,241,772

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の払戻による収入 － 10,000

有形固定資産の取得による支出 △56,627 △69,119

有形固定資産の売却による収入 100 2,000

無形固定資産の取得による支出 △17,275 △729

投資有価証券の取得による支出 △105,635 △623

投資有価証券の売却による収入 85,283 －

長期貸付金の回収による収入 195,339 248,479

長期貸付けによる支出 △330,000 △470,000

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

△1,282,345 －

子会社株式の取得による支出 △27,405 △202,860

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,538,566 △482,852

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 985,000 70,000

長期借入れによる収入 － 200,000

長期借入金の返済による支出 △109,470 △190,615

自己株式の取得による支出 △8,405 △237,487

自己株式の売却による収入 45,493 330

配当金の支払額 △272,828 △246,234

財務活動によるキャッシュ・フロー 639,790 △404,006

現金及び現金同等物に係る換算差額 △44 △1,369

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △521,411 353,543

現金及び現金同等物の期首残高 1,790,154 2,313,612

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,268,742 2,667,156
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該当事項はありません。 

  

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日) 

 
(注) １ 事業区分の方法は、内部管理上採用している売上集計区分によっております。 

２ 各事業の主要な製品または業務 

  (1)精糖……………… 精製糖、液糖及び糖蜜 

  (2)機能性素材……… 食品添加物、切花活力剤、イヌリン等の機能性食品素材及びペクチン等の天然添加 

          物素材 

  (3)不動産…………… 不動産賃貸等 

３ 営業費用のうち、消去または全社の項目に含めた配賦不能営業費用(97,948千円)は、親会社の管理部門及び

研究開発室に係る費用であります。 

  

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

 
(注) １ 事業区分の方法は、内部管理上採用している売上集計区分によっております。 

２ 各事業の主要な製品または業務 

  (1)精糖……………… 精製糖、液糖及び糖蜜 

  (2)機能性素材……… 食品添加物、切花活力剤、イヌリン等の機能性食品素材及びペクチン等の天然添加 

                   物素材 

  (3)不動産…………… 不動産賃貸等 

３ 営業費用のうち、消去または全社の項目に含めた配賦不能営業費用(96,550千円)は、親会社の管理部門及び

研究開発室に係る費用であります。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

精糖 
(千円)

機能性素材
(千円)

不動産
(千円)

計
(千円)

消去 
又は全社 
(千円)

連結
(千円)

  売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

6,031,972 1,419,150 329,918 7,781,040 ― 7,781,040

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

― 138 555 693 (693) ―

計 6,031,972 1,419,288 330,473 7,781,734 (693) 7,781,040

  営業利益又は  
  営業損失(△)

474,501 △ 29,377 288,007 733,131 (97,948) 635,182

精糖 
(千円)

機能性素材
(千円)

不動産
(千円)

計
(千円)

消去 
又は全社 
(千円)

連結
(千円)

  売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

6,201,091 2,780,234 1,000,431 9,981,757 ― 9,981,757

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

― 177 555 732 (732) ―

計 6,201,091 2,780,411 1,000,986 9,982,489 (732) 9,981,757

  営業利益 672,129 5,710 282,646 960,486 (95,950) 864,535
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前第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計
期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 
 在外子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 
  

前第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計
期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 
 海外売上高がないため、該当事項はありません。 

  

  

   該当事項はありません。 

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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